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有限会社アイゼンは、通信用アンテナの「組立・調整」業務を通じ

て起こり得る、環境への負荷を低減するため、部品、部材の有効活

用と、使用するエネルギー資源の適切な使用、及び廃棄する物質の

有効な再資源化に取り組むことを通して、経営における課題と

チャンスを踏まえ地球環境の保全に貢献してまいります。

基本理念

環境経営方針

基本方針

１.　不良率の削減による環境負荷の低減に努めます。

２.　エネルギー使用量削減の目標を立て、二酸化炭素の
　　 排出量を抑えます。

３.　環境に配慮した ( 省エネ・省資源 ) 組立・加工を行います。

４.　グリーン調達の推進に努めます。

５.　コピー用紙購入枚数の削減に努めます。

６.　廃棄物の削減と再資源化のための処理を適正に行います。

７.　化学物質の適正管理を図ります。

８.　法令、条例を遵守します。

９.　水使用量の削減に努めます。

10. 環境経営の継続的改善を推進します。

この環境経営方針は全ての従業員に周知します。

2008年6月1日制定
2022年４月1日改訂

有限会社アイゼン

取締役社長
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1. 事業活動の概要

1)　事業所及び代表者名
　　有限会社アイゼン
　　取締役社長　横山　幸治

2)　所在地
　　〒 350-1175  埼玉県川越市笠幡３６４０−５４
　　　　　　　　TEL 049-230-6501　FAX049-230-6502

4)　事業の内容
　　資本金　300 万円
　　業務内容　電気通信機器 ( 各種アンテナ、フィルタ ) の製造

6)　設立年月日
　　1997 年 ( 平成 9 年 )12 月 29 日

7)　事業の規模

5)　環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
　　環境管理責任者　横山　幸治
　　連絡先　TEL049-276-7870　FAX049-227-3012
　　e-mail　eizen_yokoyama@ymail.plala.or.jp

※2023 年 1 月現在

3)　対象範囲
　　同上 ( 全組織・全活動が対象範囲である )

項目 2017 2018 2019 2020 2021 2022 ※

従業員数 人 25 25 26 26 24 19

床面積 ㎡ 256.5 256.5 399.5 399.5 399.5 399.5

年度

単位
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2. エコアクション 21 組織及び実施体制

取締役社長
横山　幸治

環境管理責任者
横山　幸治

環境委員
宮寺　仁

現場責任者
吉岡　幸子

役割・責任・権限

代表者 ( 社長 )

・環境経営方針を策定する

・経営における課題とチャンスの明確化

・EA21 の実行に必要な資源 ( 人、物、金 ) を用意し、効果的な実施体制を構築する

・環境管理責任者を任命する

・EA21 の全体的な取り組み状況を評価、見直し、維持することを確実にする

環境管理責任者
・環境経営システム要求事項実施し、維持することを確実にする

・環境経営システムの構築・運用状況を社長に報告する

環境委員会
・環境マネジメントに関する全社で検討する場とする

・メンバーは社長、環境管理責任者、環境委員及び現場責任者とし、4 か月に 1 度開催する

環境委員 ・省エネ、節水、廃棄物の削減を奨励、実施する

現場責任者 ・環境経営目標、活動計画を策定、各部門の環境マネジメントシステムの実行の総括

全従業員
・環境経営目標、活動計画の実施

・問題があった場合、現場責任者へ報告

環境委員会

2023 年 1月現在

従業員
(19名)
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3. 環境経営目標

削減目標 単位

基準年 目標 (2014 年を基準に )

2014 年
2022 年 2023 年 2024 年

－ 0.3% － 0.35% － 0.4%

①不良率の削減 ％ 0.05400 0.05383 0.05381 0.05378

削減目標 単位

基準年 目標 (2019 年を基準に )

2019 年
2022 年 2023 年 2024 年

－ 0.4% － 0.45% － 0.5%

　　① CO2 排出総量 ※ 1 kg-CO2 15,176 15,115 15,047 14,972

(1) 電気使用量 kWh 14,347 14,290 14,225 14,154

(2) ガソリン使用量 ℓ 3,725 3,710 3,693 3,675

(3)LP ガス使用量 kg 2.20 2.19 2.18 2.17

  ②廃棄物排出量 t 0.6015 0.5991 0.5964 0.5934

③水道使用量 ㎥ 120.0 119.5 119.0 118.4

④コピー用紙購入枚数 枚 25,500 25,398 25,284 25,157

⑤化学物質購入量(購入量の管理) ℓ 100% 100％ 100％ 100％

※ 1購入電力の排出係数は東京電力 2018 年度実績調整後排出係数 0.455kg-CO2 を使用した。
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4. 環境経営目標の実績

削減目標 単位

基準年 目標 実績
達成率
(％ )

評価
2014 年

2022 年 2022 年 1 月 ~
2022 年 12 月-0.3%

①不良率の削減 ％ 0.05400 0.05383 0.0567 94.9 ×

削減目標 単位

基準年 目標 実績

達成率
(％ )

評価
2019 年 2022 年

2022 年 1 月 ~
2022 年 12 月

　　① CO2 排出総量 ※ 1 Kg-CO2 15,176.8 15,115 10,605.9 142.5 ○

(1) 電気使用量 kWh 14,347 14,290 13,297 107.4 ○

(2) ガソリン使用量 ℓ 3,725 3,710 1,962 189.0 ○

(3)LP ガス使用量 ㎏ 2.20 2.19 １.00 219.0 ○

  ②廃棄物排出量 t 0.6015 0.5991 0.4659 128.5 ○

③水道使用量 ㎥ 120.0 119.5 52.0 229.8 ○

④コピー用紙購入枚数 枚 25,500 25,398 12,500 202.2 ○

⑤化学物質購入量 ( 購入量の管理 ) % 100% 100％ 100% 100 ○

達成率＝目標 ÷実績

評価基準
○・・・目標達成
×・・・目標未達成



部門／年 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 取組結果の評価
評価

A 部門 32,176 24,786 12,163 9,485 2,844 5,924 4,271 3,009 972 目標達成率 94.9% と未達成となった。
新規の作業や作業員の入替等慣れない部分も
あったが不具合品の是正、対策を強化し再発防
止に努め 2023 年も従業員の教育・訓練等指導
の強化や作業標準書等の見直しも含め不具合が
発生しない仕組みを構築していきたい。 ×

F 部門 4,910 1,893 1,851 1,214 500 ー ー ー ー

T 部門 486 2503 3,196 1,698 2,198 2,041 2,784 5,826 5,917

S 部門 ー ー 3,015 18,450 14,538 ー ー ー 135

D 部門 ー ー ー 15,780 6,826 7,069 5,748 7,748 2,540

その他 ー ー ー ー ー ー ー ー 1,017

生産数合計 37,572 29,951 20225 45,984 26,906 15,034 12,803 16,583 10,581

不良数 20 22 30 73 72 9 5 11 6

不良率 (%) 0.054 0.066 0.148 0.159 0.268 0.060 0.040 0.066 0.0567
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5. 環境経営計画の取組結果とその評価
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取組結果の評価 評価

電気使用量、ガソリン使用量、LP ガス使用量、廃棄物
排出量と全てで目標を達成することができた。 ○

（1）電気使用量の削減

0

5000

10000

15000

20000

2022 年2021年2020年2019年2018年

Kwh

14,347

16,078

第1ワークス 笠幡事業所

目標達成率 (2019 年比 )

107.4％

14,490 14,820

13,927

（2）ガソリン使用量の削減
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有限会社アイゼン

電気使用量削減の取組

項目 担当者 主な活動内容 取組結果の評価 評価

電気使用量の削減 横山

クールビズ、ウォームビズの推進
目標達成率 107.4％と達成することが出来た。
猛暑の影響やエアコンを使用しながらの換気等もあ
るが従業員の節電意識が強く目標を達成することが
出来た。

○
休憩時、不在時の照明の消灯の徹底

休憩時のコンプレッサー、排気ダクトの電源 off

退社 30 分前のエアコン停止

項目 担当者 主な活動内容 取組結果の評価 評価

ガソリン使用量の削減 宮寺

不必要なアイドリングはしない
ガソリン使用量が大幅に削減出来た。
生産、納入状況による効率運搬を徹底。
アイドリングストップ、発進時のアクセルの踏みこ
みを注意するなど削減に努めている。

○
急ブレーキ及び急発進はしない

車のエアコンの適正温度管理を実施する

行動計画を立て、効率化を図る

参考値

参考値



②廃棄物の削減
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128.5％

0

100

200

300

400

500

600

700

800

2022 年2021 年2020 年2019 年2018 年

424.5

601.5

第1ワークス 笠幡事業所

600.9 597.0

465.9

③ 水道使用量の削減
目標達成率 (2019 年比 )

229.8％

0

20

40

60

80

100

120

2022 年2021 年2020 年2019 年2018 年

122

㎥

93

第1ワークス

笠幡事業所

56 54 52

参考値

参考値

8

項目 担当者 主な活動内容 取組結果の評価 評価

廃棄物の削減 横山

一般ごみは分別しリサイクルしやすくする

目標達成率 128.5% と目標達成。分別は徹底して
いるので今後も削減に努めたい。 ○

段ボールはリサイクル業者へ委託

梱包紙の再利用とリサイクル業者への委託

私物ゴミ持ち帰りの徹底

廃棄物削減の取り組み

項目 担当者 主な活動内容 取組結果の評価 評価

LP ガス使用量の削減
吉岡
( 幸 )

湯沸かし器の温度設定を低めにする
削減目標の半分以下と大幅に達成出来た。
使用量が少ない為今後も低い水準を保てるよう維持
していきたい。

○夏場の使用はなるべく避ける

標語の作成

LP ガス削減の取組

水道使用量削減の取組

（3）LPガス使用量の削減
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項目 担当者 主な活動内容 取組結果の評価 評価

水道使用量の削減
吉 岡
（幸）

水道の蛇口はこまめに閉める
目標達成率 229.8% と大幅に達成出来た。
今後も継続できるよう努めたい。 ○標語の作成

気密試験で使用した水の再利用 ( 植木等 )

参考値

参考値

参考値

有限会社アイゼン

有限会社アイゼン
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項目 担当者 主な活動内容 取組結果の評価 評価

コピー用紙購入枚数の削減
吉岡
( 真 )

両面コピーの徹底
目標達成率 202.2% と大幅に削減出来た。
活動内容に基づき引き続き目標達成に努める。 ○ミスコピーの削減

資料の共有化の推進

項目 担当者 主な活動内容 取組結果の評価 評価

化学物質購入量の管理 横山
購入量を管理する ラッカーシンナーは塗装剥離用。

少量の使用なので削減目標は立てず、管理していく。 ○
化学物質の管理

⑤化学物質購入量の管理

’10 年 ’11 年 ’12 年 ’13 年 ’14 年 ’15 年 ’16 年 ’17 年 ’18 年 ’19 年 ’20 年 ’21 年 ’22 年

電子部品洗浄剤 SF 36ℓ 16ℓ 32ℓ 48ℓ 48ℓ 48ℓ 48ℓ 64ℓ 0ℓ 32ℓ 10ℓ 0ℓ 10ℓ

エタノール 15ℓ 15ℓ 5ℓ 0ℓ 6ℓ 6ℓ 6ℓ 6ℓ 15ℓ 15ℓ 32ℓ 15ℓ 0ℓ

ラッカーシンナー 0ℓ 48ℓ 16ℓ 0ℓ 16ℓ 16ℓ 32ℓ 48ℓ 0ℓ 16ℓ 32ℓ 0ℓ 0ℓ

※購入量

ラッカーシンナーに PRTR 法指定物質あり
トルエン、キシレン、エチルベンゼンが含有

④ コピー用紙購入枚数の削減
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地域社会の一員として、当社周辺の清掃活動を行なっています。
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６. 環境関連法規
1）　環境関連法規等の遵守状況 

対象法規制等 管理項目 遵守状況

廃棄物処理法 廃棄物保管、掲示基準、マニフェスト管理 ○

埼玉県生活環境保全条例 業種、従業員数、取扱量 報告義務なし

消防法 消防用設備等の設置等 ○

労働安全衛生法 SDS の周知 ○

家電リサイクル法 指定家電の処分 排出なし

自動車リサイクル法 リサイクル料金の支払い等 排出なし

フロン排出抑制法 機器の点検、記録 ○

２）　環境関連法規への違反、訴訟の有無 
遵守評価の結果、環境関連法規制、その他要求事項への苦情、違反、訴訟等の事項はありませんでした。
なお、関係当局からの違反等の指摘は過去 3 年間ありません。
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①見直しのために提供された情報の確認
□ 1. 環境への負荷・取組状況 □ 7. 環境関連の法規等の新規・改廃状況

□ 2. 環境経営目標の達成状況

□ 3. 是正処置・予防処置の状況

□ 4. 前回までの見直し結果に対するフォロー

□ 5. EA21 審査指摘事項に対するフォロー

□ 6. 環境関連の法規等の遵守状況

②代表者による評価
・環境経営システムが有効に機能していると思うか ⇒ (　◎　○　△　×　)
　「取組の対象組織・活動の明確化」・「化学物質使用量の管理」を含め、有効に機能している。
・環境への取組は確実に実施されていると思うか 　⇒ (　◎　○　△　×　)
　社内での取組活動は確実に実施されているが、会社周辺の清掃活動など回数を増やしていきたい。

③仕組み上の変更の必要性の有無の確認
1. 環境方針の変更　　　　　　⇒　(　要　不要　)
2. 環境目標の変更　　　　　　⇒　(　要　不要　)　
3. 環境活動計画の変更　　　　⇒　(　要　不要　)
4. 環境経営システムの変更　　⇒　(　要　不要　)
5. 実施体制の変更　　　　　　⇒　(　要　不要　)

④全体評価と見直し
環境経営目標の実績として CO2 削減項目（電気、ガソリン、LP ガス、廃棄物）、水道使用量、コピー用紙購入枚
数の全てにおいて目標を達成できた。
不良率に関して 2022 年は受注量が大幅に減った中ではあるが６件と昨年より半減し、8 月〜 12 月の５ヶ月間は
不具合が 0 となり再発防止等講じてきた成果も現れてきたので今後も具体的行動計画に基づいて削減を目指して
いきたい。

７. 代表者による全体評価と見直し


